[image: image1.png]!

Digital Documents Sharing 5

ject




デジタルドキュメント共有システム UI改善プロジェクト

プロジェクト定義書

Version 1.3 2006/06/29
1 プロジェクト名

デジタルドキュメント共有システム UI改善プロジェクト

2 ニーズ

慶應義塾デジタルメディア・コンテンツ統合研究機構が開発した「デジタルドキュメント共有システム」は、慶應義塾のネットワーク内に存在するWebページやワード・ファイル、データベースに格納されたデータなどの様々な電子データに、それぞれのデータに記述された情報の意味を指し示すデータ（メタデータ）を付与して管理を行っており、ユーザーに指定されたキーワードによる検索と、その検索結果の各データが持つメタデータを利用して、関連する情報を合わせて探し出すことができる。このように、ユーザー自身が知りたいと思った情報に加えて、それに関連する情報も合わせて検索できることで、なにか新しい発想を生み出すきっかけを与えるのがこのシステムの目標になっている。

ところが、エンドユーザーが使うユーザー・インターフェースがそういった意図が伝わらないようなものになっており、通常の検索画面に見えてしまっているという問題がある。また、画面遷移が複雑で、パソコンの操作に不慣れなユーザーにはあまり使いやすくないという印象を与えてしまっている。

そこで、エンドユーザーが使うユーザー・インターフェースに対して以下のような要求がある。

· このシステムは、特定のドキュメントを探し出すためのものではなく、関連する情報も合わせて候補としてあげて、それらを組み合わせて何か新しい発展的な発見を促すためのものであるということが伝わること。

· パソコンの操作に不慣れなユーザーでも、直感的に操作が行えるようにすること。

これらの要求を受けて、当プロジェクトでは検索画面のユーザー・インターフェースの開発を実施する。
3 目的

ソフトウェア開発としての目的
· パソコンの操作に不慣れなユーザーでも、直感的でわかりやすいユーザー・インターフェースの開発
教育としての目的

· 「人に使ってもらえるソフトウェア」を作成するためには、何をどのように進めていく必要があるのかを理解する。

· システム開発のプロジェクトがどのように進んでいくのかを理解する。

· スキルの向上
4 成果物

· 画面仕様書
· 画面遷移図

· 画面実装コード
· DMC連携モジュール仕様書

· DMC連携モジュール実装コード
· ユーザー・マニュアル
5 予算

6 納期

7月31日の最終発表会が行われる日

7 完了条件

文学部の授業で利用してもらい、アンケートで現行システムよりわかりやすいと評価されること。

7月末の最終発表会の成功裏の実施を持って、当プロジェクトの完了とする。
8 組織
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PM   竹元   和彦  
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9 運用ルール

進捗ミーティング

毎週木曜3限に進捗報告を行う。出席者は全員。内容は1週間の作業報告、課題項目の確認など。
報告者はメンバーで持ち回りとする。
メンバー間のコミュニケーション
DDSSメーリングリストを利用する。

議事録

プロジェクトに関わるミーティングでは必ず議事録を作成し、ミーティング終了後DDSSメーリングリストに送信し（ミーティングの翌日までに）、メンバー間で情報共有する。議事作成はメンバーで持ち回りとする。
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